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卷

(

八
八
八

)

上
海
！

1

於
け
る
檩
金
の
取
引

 

第七
！！

 

四
六 

-S

し
て
起
草
し
た
の
で
あ
る
。

交
易
所
の
組

.

織
*

或
は
.

取
引
±

の
ぺ
規
約
：
^

は
掼
划
等
に
；難
：
 

て
は
、旣
じ
幾
多
の
調
避

が
公
に
さ
れ

て
ゐ
る
か
ら

、茲

I*
言
及
十
る

こ

V
、

避
け
た

我
國
の
國
債
の
發
行
方
法
は
、
，
一
般
證
券
の
發
行
方
法
S

t

t

之
：を
大
叫
し
て 
一
一O
 

S

す
こ
ビ
が
出
f

 

o 

■

1

、
秘
密
發
行 

,

ニ
"
公
募
發
行 

.

玆
に
所
謂
秘
密
發
行V 」

は
獨
逸
の
W
3
$:
§
le
r der  H

and

に
相
當
す
る
も
の
で
、
凡
を
带
券
を
發
,¥
す
る
こ 

際
し
て
廣
く
一 
版
に
其
條
件
を
公
1
_
小
し
て
應.
募
，者.
を.
求
め
ざ
るJ

切
の
方
法
を
云
ふ
の
で
あ
る
。
故
に
秘
密
は
M 

公
募
に
對
す
る
用
語
で
あ
つ
て
、
特
に
事
を
.秘
密
に
す
る
の
意
義
で
仏
い
の
は
勿
論
で
あ
る
ネ
從
つ
て
公
募

1-
了は 

先
：づ一

切
の
條
伸
を
未
知
のr

般
公
衆
に
：
.
公

示

し

て

、
.
其

應

募

を
，求
め

.、

後

に

之

の

應

寒

に

從

.
っ
て_

を
發
^
^

る
方
法
を
一K

ふ
の
で
あ
る
。
此
故
に
政
府
が
直
接
應
寡
事
務
を
取
极.
ふ
場
合
は
勿(

論
、
又
我
國
が
外
國
で
國
廣
を
發 

行
す
る
際
に
用
ひ
ら
れ
：る
：間
接
發
行
に
於
け
る
が
如
く
？
其
#
集
事
務
を
全
然
：銀
ft
其
他
の
引
受
寒
者
に
委
し
、
.之 

を
し
て
行
は
し
め
る
場
合
で
も
，
其
發
行
に
際
し一

般
に
其
旨
を
公
示
し
廣
ぐ
應
寡
者
を
求
む
る
點
か
ら
見
て
之
れ 

第
二
十J

卷

(

八
八
S

內
國
侦
の
.發
行
方
法 

第
I

四

む.
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(

八
九
o

)

內
闕
f

發
I

法 

^
 

'
を
公
募
發
S

內
X

公

U

る
。
リ

秘
密
發
f

以
上
の
如
き
款
味
ー
に
解
す
る
時
は
、
我
|
芮
國
慎
1 

な
る
も
の
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

ド
d

 

t

噴
發
免
。
此
方
法
は
政
：府

Q

負
擔
せ
'る
債
務
に
對
D

國
債
證
券
を
發
行
し
"
各
债
權
者
に
交
#

す
る
の
方 

.»:

を
®

ぶ
の
で
*

る
o

例

へ

ば傭
：：

藩

债

處

分

に

就

ぃ

て

の

—

家
祿
及
び
賞
典
祿
其
他
諸
制
の
‘秩

祿

支

給

，愧
草 

製
造
及
び
販
與
業
卷
に
對
す
る
交
付
金
、
鐡
遒
，買
收
代
價
及
び
大
正
—-
.ニ
年
礙
時
»

利
に
關
す
る
一叫

：％

金
等
ク
ネ
き 

备

S

.

て
，
S

も
政
府
が
各
債
務
の
代
f

し
て
發
行
交
付
し
？

も
の
J

る

⑴

此
の
方
法
が
地
方
證 

の
贸
收
等
に
州
ひ
ら
れ
る
場
合
に
は
此
等
の
收
益
の
擧
ら
な
い
地
方
鐡
道
の
株
式
の
所
有
者
は
、
市
場
性
な
i

株 

式
の
C

は
り
に
國
慠
を
収
得
し
、
任
意
に
之
を
資
金
化
す
る
こ
ミ
を
得
る
の
で
あ
る
"

:̂.
:紙

藝

換

發

抒

：'
此
の
方
法
は
嘗
で
'太
政
官
礼
/
民
部
猶
札
及
び
、新
圓
礼
等
各
紙
幣
を
|«
]
收
、

之
を
.瞀
 

せ
ん
が
®
め
に
紙
簠
持
人
に
交
付
し
た
る
も
の
で
々
る
。
從
つ
て
現
今
で
は
一
般
に
行
は
れ
る
發
行
■

で
は
な

ぃ
。
E

C)
:

パ
證
券
交
換
發
行
0

«

國
偾
證
券
の
償
還
元
金
の
代
は
b

ビ
し
て
新
國
ft

證
券
を
交
付
發
行
す
る
こ
ど
を
云
ふ 

の
で
あ
る
。
從
つ
て
か
の
直
接
基
集
に
於
け
る
乘
▲

は
此
の
內
に
は
入
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
此
の
方
法
は
_

 

公
廣*

國
庫
債
券
骜
理
公
偾
及
び
第
一
囘
四
分
利
公
偾
の
發
.
行
に
就
し
て
行
は
れ
ナ
^

で
4

る

(

^

特
別
發
行
。
以
上
述
べ
た
三
翻
の
發
行
方
法
は
何
づ
れ
も
政
府
の
舊
值
の
處
分
の
た
め
に
ゎ
は
れ
る
も
り
て

行
は
^
苳
は
'興
な
^
:̂

後
に
'述
：

ぶ
：：

る
'直
镑
發
行
^
其

趣

を

：同

じ

ぐ

す

.
る
も
0:「

で
あ
る
。：
け
れ.
だ.
も

洚

別

發

宁

'次

首

續 

發

行

に

於

，け

る

が

如

ぐ

政

府

0
必
耍
ど
す
る
資
金
を|

般

：公

衆

に

求

む

「

る

も

の

：で

は

な

：い
、

.

つ

で

其

發

行

條

，牛

を 

1

般
に
公
示
す
る
の-
必
要
f
 
t
特
馨
者
を
し
で_

證
券
を
引
受
け
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
特
定
の
者
を 

し

て

證

券

令

引

受

け

：
せ
じ

「

め
W
直

ち

：に

所S
資
金
を
得.

出
來
る
點
■に
於
て
外
馨 

接
募
集
せ
其
趣
I

じ
く
す
る
。
け
れ
ど
も
、
後
者
に
於
て
は
引
受
：S

に
直
ち
に一

般
に
之
を
公
*
す
る
も
の
で 

あ
る
か
ら
此
點.
に
於.
て
禍
)]
|
發
行
せ
は
異
な
る
も.
の
で
あ.
る

則

：ち»
に.
所

謂

特

別

發

行

：ど

は

政

府

が

國

傭

を

|
般 

::

に
募
集
す
る
こ
ど
な
く
し
て
直
ち
に
之
を
發
行
し
、
龈
行
其
他
#
I

f

し

て

之

を

貢

ひ

取

；&

し

む

る

方

法

奚
 

ふ
.の
で
め
る
0
此
方
法.
は
明
治
之
十
一
年
勑
令
第
四
十
六
號
を
以
て
盤
迦
公
偾
條
例
第
六
條
に「

犬
織
大
I

前
® 

Q

手
續
に
據
ら
ず
市
場
の
時
價
に
準
じ
盤
理
公
偾.
證
書
の
值
格
：を
窟
め
!1
時
之
を
餘
行
し
て
日
本
銀
行
に
交
付
す
る 

こ
I
得
云
々
し
の
：i
を
追
加
し
た
る
に
始
ま.
々
、
爾
來
屢
i
此
方
法
の
：下
に.
發
行
せ
6
れ
た
る
も
の
が
多
い
。
•此 

の
，點..に

.1
し
明
治
1«
政
进
0
說
く
所
左.
の
如
し
ゃ
(4
):

「

•…

此

の

規

宠

に

據

れ

ば

大

藏

太

苠

は

市

場

め

齡

慣

ー

に

难

じ

碰

券

の

價

格

を

定

钐

®

日

本

浪
 

行
に
交
相
す
る

も

の
な
る

を

料

て

其

憤

袼

の.如

き

は

時

價

の

昂

猶̂
從

ひ

或

は

平

腹

な

：

'る

あ
6

或

_は
：高

價

若

し

ぐ

は
 

低

價

な
.一
る
こ
^

あ

る

は

固

ょ

，
^
其

所
f

o

.而

L

て

右

發

行

擅

格

を

定

ーf

の

方

法

は

當

初

：.は

塞

职

株

式

取

引

所

嘈
 

礙
付
所
載
の
市
中
直
取
別
相
場
に
付
發
行

の

最

近

；
：
羅

日

間
0
相

場

を

平

均

し

て

以

：て

發

行

锻

格

ど

定
 

め

た
b
o
_然

る

に

右

相

場

表

は

ニ

|
,ニ

仲

質

八

の

直

取

引

：せ
.し

も

の
^

過

ぎ
^

取

引

の

區

域

狹

_

に

し

て

從

ヴ

て

時

價 

.
の
眞
，相
を
得
る
能
ほ
f

の
處
看

に
-

む
'_
§
'

ー

十

八

年+

^

以

降
^

8
1十
一

卷(
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粼
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內
阈
傲
の
發
行
方
法
 

第
七
號
西
八

 

を
公
募
發
行
の
內
に
入
れ
る
も
の
で
あ
る
0 

1
秘
密
發
« :
を
以
上
め
如
き
歡
味
に
解
ず
る
時
は
、
：
我
國
の
內
國
僙
：で
"此
の

方

：法

に

ょ

、
つ

て

發

行

せ

ら

れ

た

.る
虫 

な
る
も
の
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

-■
!
(a
)
'
:
代

償

發

牴

。

此

方

法

は

政

府

の

負

,
せ
る
偾
務

m
對

G
國
偾
證
券
を
發
行
し
？
各
偾
權
者
に
交
付
す
る
：の
方 

法

を

云

^
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
舊
璐
偾
處
分
に
就
い
て
の
徵
務
ヰ
家
祿
及
び
賞
典
祿
其
他
諸
輝
の
：秩
祿
支
給
，
‘蝴
草 

製
造
及
び
版
貞
業
漭
に

®
す
る
交
付
金

"
费
遒
贸
收
代
價
及
び
大
正
三
年
臨
時
事
件
に
關
す
も

V

時
賜
金
等
の
如
き 

之
で
办
つ
で

"
何
れ
も
政
府
が
各
債
務

‘の
代
傲
ど
じ
て
發
行
交
付
し
た
る
も
の
で
あ
る
⑴

此

S

方
法
が
地
方
鐡
遨 

の
買
收
等
に
用
ひ
ら
れ
る
場
合
に
は
此
等
の
收
益
の
擧
ら
な
い
地
方
鐵
道
の
株
式
の
所
有
者
《
、
市
場
性
な
き
其
株 

式
の
代
は
り
に
國
偾
を
収
得
し
、

任
意
に
之
を
資
金
化
す

る

.J

ご
を
得

る
の
で
あ
る
。

「
M

 

:紙
幣
交
換
發
行

.
此
の
方
法
：は
嘗
て
太
政
官
礼
メ
民
部
省
札
及
び
薪
圆
札
等
各
紙
幣
を

|0
1
收

、

之
を
■
却 

せ
ん
が
爲
め
に
紙
幣
所
持
人
に
交
付
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
從
つ
て
現
今
で
は

一
般
に
行
は
れ
る
發
行
方
法
で
は
な

ぃ

。
S

(c
)

證
券
交
換
發
行
。」

舊
國
偾
證
券
の
償
還
元
金
の
代
は
り
ど
し
て
新
國
ft

證
券
を
交
付
發
行
す
る
こ
ど
を
云
ふ 

の
で
あ
る
。

從
つ
て
が
の
1£
接
募
集
に
於
け
る
乘
6

換
は
此
の
內
に
は
入
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
此
の
方
法
は
盤
现 

公

肢

，

國

庵

債

券

整

理

公

偾

及

.び

第

1

囘
四
分
利
公
偾
.
の
發
行
に
就
い
て
行
は
.

れ
た
所
で
あ
る
。(3
)

:

g

特
別
發
行
。
以
上
述
べ
た

三
種
，の
發
行
方
法
は
何
づ
れ
も
政
府
の
舊
偾
の
處
分
の
た
め
に
行
は
れ
る
も
の
で 

之
に
よ
つ
て
新
た
な
る
愤
權
者
か
ら
資
金
を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
。
此
の
點
に
於
て
玆

k
述
べ
ん
ど
す
る
特
別
發

行
は
之
■

ミ
は
興
な
^

N，

後
ゆ
述
：：#

る

直

接

：發

行

せ

其

趣

を

同

：じ

ぐ

す

务

も

の

<

で
_
.あ
，る
。

け
：：れ
^

:

も
^

別
發
^

次
1-
^

 

發
行
に
於
け
る
が
如
ぐ
政
府
.

の
必
要
ど
す
る
資
佥
.

を

|

般
公
衆
'

に
求
む
る
も
.

の
で
は
な
い
、
從」
っ
て
其
變
丁
春
を 

1

般
に
公
示
す
る
の
.

必

要

が

？

、

特

定

の

者

を

し

そ

國

僙

，證

券

|

受
け
せ
し
む
：る
も
の
で
あ
る
。
特
定
の
者
を 

.

し
て
證
券
を
引
受
け
せ
し
め
.*

直
ち
に
所
要
の
資
金
を
得
る
こ
€

の
出
來
る
點
に
.於
て
外
國
馈
の
發
行
に
於
け
る
間 

接
慕
集
ど
其
趣
を
同
じ
く
す
名
。
け
れ
f

後
者
に
於
て
は
引
f

 

f

 

f

に
一
般
に
f

公
募
す
る
も
の
で 

あ
る
か
ら
此
點
に
於
て
犋
別
發
行
茗
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
則
ち
超
に
'

所
詣
特
別
.
發
行
.

ど
':は

政

府

が

國

俊

を

ー

般 

に
募
集
す
る
こ
ヒ
な
ぐ
し
.

て
直
圪
に
之
を
發
行
し
、
銀
行
其
他
特
定
の
者
.

を
し
て
之
を
寅
ひ
'取
ら
し
む
る
方
法
を
云 

ふ
の
-
:
で

め

る

。

此

方

法

は

明

治

十

ー

十

一

年

勑

.
令
第
四
十
六
.
號

を

以

て

養

，理

公

；債

.
條
例
第
六
條
に
；「

大
藏
大
e

は
：前
項 

_:の

丰

ぎ

に

據

ら

ず

市

場

の

時

價

に

準

じ

盤

理

公

偾

證

書

の

價

格

.を

定

め
.臨

時

之

を

發

行

し.て

日

本

®

^

に

交

兮

す

る
 

こy」

を

得

云

々

し

の
 

一
.
?を

避

如

し

た

る

：に̂
ま

々

、
爾

來

屢
 
>
此

方

法

の

下

に

發

行

甘S

れ

た

る

も

の̂

厂
。

此 

の

點

に

協

し

明

治

則

政

史

：の
說
，く

所

宠

の

如

し

。

(4
)

.「…

，
此

の
.親

定

じ

據

れ

ば

大

藏

大

臣

は

市

場

の

時

價

じ

傘

じ

碰

#

の

價

格

を

定.め
11
時

之

を

：發

行

し

て

日

本® 

行

に

交

相

す

る

も

の

な

る

を

以

て

其

憤

格

の

如

き

は

時

®

の

昂

低

に

從

ひ

或

，は
：平

價

な

，'る

あ

り

或

は

高

價

若

し

ぐ

は
 

低

價

な

る

こ

ど

あ

る

は

固

ょ

6
其

所

な

り
.0

而

し

て

右

發

行

價

格

を

定*

る
0
方

法

，は
：當

初

は

*

京

株

式

取

引

所

相
 

墙

付

所

載

の

市

中

直

取

福

場

に

付

發

行

の

妇

ょ

I

り

最

近

：
一，

：

週

白

間

の

相f

 

.
平

均

し

て

以

て

發

行

濟

格

ヒ

定
 

め

た
.
b
。
然

も

に

右

相

'場

表

は

土

三

仲

質

人

の

直

取

引

.せ
し
も
の
.：に
.過

ぎ

中

取

引

の

區

域

狹

瞒

に

し

て

ぼ

，つ
て
洚
爿 

の
眞
相
I

る
能
は
ざ
る
の
虜
あ
t
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治
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年

屮
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場

及

眞

商
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報

，

S

十一

卷

(

八
九：I 

)

.

內
國f

發
行
方
法
 

四
む



第U

十
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饴

i

s

內

随

侦
0
發
行
方
法 

第

七

號

'3
1:
0
:

時
事
新
：*

ノ
讀
賣
新
間
” 

P

本
新
聞
所
：載
の
.

相
場
m

付
公
偾
■

#

發
行
の
I

よ

な

遡

ヴ

週

日

冏

分

を

平

均
 

て
之
を
定
む
る
こ
ビ
^

改

索

甘

り

。

佴

し

：之

に

關

し

：
て

重

喪

な

る

僧

例

m

あ
办
。
第

：^
.

新
は
發
行
す
る
證
券
に
«

,
 

其
發
行
日
が
月
の
十
进
旧
前
に
あ
る
ど
否
と
.

に

由

り

其

下

半

箇

月

教

：し

ぐ

は

翌

月

よ

b

利
子
を
付
す
る
も
0

な
る
を 

料
^

其
期
に
：於
け
る
經
過
月
數
の
刹
子
额
を
射
算
し
之
*

時
價
_
よ
.

>

控
除
す
る
こ
.

ミ
。.
第
ー
1

,

>

針
算
上
發
行
懷
格
1

 ̂

鐵
位
米
:a

の
端
數
を
生
す
る
時
は
四
捨
五
入
の
：法
に
.

依
ぅ
之
奢
餞
位
に
：上

む

る

こ
: 4

第

1
1
-

所
謂
發
行
の
一
日
？
は 

實
際
發
ff
0

こ
せ
を
發
議
す
る
前
P

な
冬
こ
ど
是
れ
.
.g

乙
.
8

.

の
相
#

表

に

揭

載

す

：：

る
：も0

は

の

相

場

な

る

が

故
 

に
^

實

は

：發

纖

前

は

の

相

潘

な

り

>

芩
り」

。

..

前
述
擊
■
公
债
條
例
第
六
條
第
 

一一

項
は
特
別
發
行
の
根
據
规
定
ぜ
し
て
最
.
も
廣
<

適
用
：せ
ら
れ
た
：も
の
で
あ
る
が 

該

：條

項

进

外

亦

特

別

發

：行

0

 > 

V

ぢ
を
定
め
：.た
.
も
：の
汾
あ
る
。
即
ち
臺
1

業
：公
儐
法
第
魄
條
に
：「

政
府
は
特
約
に
よ 

4

銀

行

苦

は

：債

主
_
龃

合

を

む

て.*
の

公

儕

を

引

，受

：り

せ

し

む

：る

こ

ミ

を

将

」

^

あ
り
°

ヌ
^

^

3:

十
九
年
大
«
猶
分 

第

a

十
六
號
第
ー
條
に
：「

臨
時
#

#

屯
關
す
る
，i

時
獨
金
：に
充
づ
る
爆
め
明
治
.

王

十

九

年

：法

雜

第

一

號

に

.
依

々

瞬

脾 

公
^
^
書
を
發
符
す」

及
同
年
同
省
令
第
四
十
九
號
舊
鏹
遒
龠
社
.偾
務
整
理
公
偾
：發
村
规
定
第
ー
1

1

條
に「

本
公
侦
の
»

 

券

_

火

日

本

帘

國

政

：

/f
f

五
吩
利
公
偾
.
g

w

ど
し
隨
時
之
を
發
行
し
.

て
日
本
銀
#

に
：交
.

付
す」

ビ
あ
る
も
め
即
ち
是
れ
，
 

で

あ

る

'。

而

し

て

之

等

の

條

植

に

は

發

行

價

格

に

®]

し
何
等
の
規
定
が
な
い
か
ら
し
て
實
際
特
定
の
引
受
人
あ：

る
'

も
，
 

Q

は
其
の
者
,
p
の
協
定
(:
;

よ
.C

V、

.

然
ち
ざ
る
も
の
は
時
價
を
檩
难
ピ
し
て
is
fi

之
を
^

む
：る
を
例
ビ
し
て
ゐ
る
。

S

 

.
頌

金

部E
?

受

。

S

金

部

.引

受

は「

恐

ら

く

前

述

の

特

別

發

行

の

：两.に
：入
4

:る
ふ
2

0

出

參

る

：最

近
0

形

式

.で
：あ
 

A
2
フ

タ

只

最

：近

此

方

法

が

：藤

、
-
利

用

せ

ら

れ

：る

：か

ら

し.て

便

宜

上

之
.を

別

の

：項
0

ギ

し

て
"述)

べ

て
'置

く

。

隹

じ

梅

のV:

I
\
k

1
!
I
I
v

|

B

:

命

商

リ

受

は

後

.に
說
明
す
る
鑛
便
腐
賣
出
，し
、
叉
は
公
.

*,
#

方

法

に

ょ

つ

で

新

な

に

_

倩
©:

券

を

市

場(:
:
出

ず
 

吵

は

S

發
公
偾
の
市
惯
を
低
#

せ
し
む
る
の
恐
れ
の
あ
る
時
や
又
は
其
他
金
馳
市
場
の
狀
況
如
修
に
ょ
っ
て
之
を
：
 

一.
般
卄
接
に
賣
去
す
る
こ

.
:̂

か
困
雛
な
事
愤
の
，あ
る
時
に
，

一
時
预
金
部
を
じ
，て
之
^

引
受
け
.

せ
し
む
る
.

も
0

で
4

 

「

る
。
今
日
政
府
©

预
金
部
は
十
數
億
の
資
金
.

を

管

魏

し

、
、
此

等

の

*

命
は
預
金
部
資
金
爾
委
員
會
の
諮
間
を
經
.て 

葡

利

に
,-
|

.

て
且
つ
確
_
實
な
る
方
法
に
ょ
ぅ
國
家
公
共
の
利
益
の
た
め
に
運
用
す
る
こ
ど
^

な
つ
て
ゐ
る
，

(5

)

而
レ
て 

,現
に
此
の
預
金
部
は
三
饊
伽
以
上
の
國
偾
證
券
を
所
有
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
此
故
に
政
府
は
必
要
に
際
し
て
は
I

 

賞
に
於
て
任
意
^

金
.
淘
の
資
金
を
國
偾
發
行
の
爲
.
め
に
利
用
し
得
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
一
方
^

令

部

^

^

日

資

、
ぇ

を
必
®

:

ど
す
名
や
ぅ
な
場
合
：に
^

、
そ
の
¥1

受
け
所
有
す
る
.

公
傭
を
市
場
又
ば
ロ
本
銀
行
に
資
却
し
て
其
目
^

を
.售 

す
る
こ
ど
.

か
出
.

來
.

る
;'
0

'

げ

|
便.
局
窓
ロ
||.
出
し
。.
秘
密
||
行

の

友

法

ビ

、
レ

て

最

後

^
德
ぶ.
る
^
耍
ず
：
る0
は
‘郵

爾

局

窓

ロ

賣

出

に

ょ

る 

發

行

方.法
で

あ6 
o .典
の

發

行

方

：法
0
法
#
上
：
の

根

據

も
'亦
恐
パ
ら
ぐ
牿
别
發
行
に
：關
す
る
规
畜
：ょ_ 
I
の
で
、.
從 

つ
て
又
特
別
發
行
に
，屬
す.
る(

も
の
で
あ
ら
ぅ
け
れ
ざ
も
、
之
#
煎
述
0
#
別

發

管

'異
な
|
所
は
、
其

：證

券

を

.
|
袁

 

る
る
も
の
力一

般
公
衆
で
あ
る
の；

點.
で
あ
る
。
_
偾
證
券
の
投
資
家
を
社
會
の
一
般
公
衆
に
求
む
る
點
に
於
て
公 

f

同

一

で

あ

る

け

，れ
f
 
>公
"衆
が

特

に*
*
の

串
f

:

要.
l,

i
:
f 
|

拉

直

ぢ

に
_

雪

を

質

ひ

取

る
‘」

ビ

の
出
f

相
簿
f

る
の
：；で
.あ
る
P

ン
則
ち
大
JH

:八

義

僙

省

命

國

債

公

寒

蕾

及

ー

兀
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利
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麗

便

振

替
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金

相

別

取

扱

：規

則

第

：十
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條
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行
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券
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遞
信
局
，3

付
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へ' 
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迄

规

窟

皆

第

重

條

に

於

て
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考

笫
ニ
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四)

狂
國
辑
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行
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五1
1

 

國
偾
證
券
ノ

»

買
？
爲
ナ

.
¥

ト
ス
ル

#

 

ノ
>>
'

_

貢
代
金
チ

.

郵
使
局

'

ー

ー

差

坍

シ

| 1
#

あ̂

取
,

ペ
シ」

？
«
定
す
な
も 

の
苺
で
：：あ
る

6

此
方
法
を
刹
用

^

る
時
は
、
郵
：便

局

到

冬

處

に

：

散
在
す
る
爲
め
に
廣
ぐ
投
資
家
，を

.1

般
に
求 

ひ
る
こ
ど
が
出
來
る
。
從
：つ
で
發
行
總
额
が
少
额

S

な
場
合
ゆ
は
が
：か
る
機
械
的
方

_

を」

以
て
す
る
も
f

 
く

一
 

般 

に
之̂

賣
却
し
盡
く
す
を
得
る
も
の
で
あ
る
。(

但
し
此
方
法

^

よ
る
發
锊
條
件
は
他

0
.

方
法
に
よ：

る
.

も
の
よ

b

も
投 

資
家
に

f

り
不
利
な
る
場
合
が
多
い
せ
云

'

は
.

れ
て
ゐ

.

，る
0

,

此
'

の
方
法
は
夭
®

九
年
原
內
間
の
當
時
國
偾
：の
民
衆
化
を
檩
橼
し
て
決
行
し
た
夸
に
.

初
ま
々
>
 

爾

來

屢

ょ

行

«

れ 

た

所

、で

あ

る

が

、

實

際

^

於
^

は
昶
効
果
思
1
は
し
か
'

ら
す
>
 

多
く
の
璩
合
>

多
額
0

:

賣
れ
殘
ぅ
品
を
生
じ
、
日
本
銀 

行
又
は
预
金
部
め
赞
負
込
と
な
爲
め
泛
酿
貨
膨
張
文

.
は

預

金

部

：の
，機

能

を

寄

す

を

」

安

が

'办

っ

た 

ゐ
る
。
か
か
る
现

ri
l

か
ら
現
內
國
は
此
の
方
法
を
中
止
す
る
に
決
し
た
ビ
傅
へ
ら
る
。
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■

ぃ

：

公
慕
發«

5
は
政
庥
又
は
典
代
表
薺
が
起
偾
條
仲
を
ー
般
に
公
示
じ
て
、
0
<1

般
公
郝
よ
6
應
慕
者
を
求
む
る 

場
合
を.1K

ふ
の
で
あ
る
。
此
方
法
の.
下
に
於
て
は
前
述.
の
郵
便
局
！t

口
賣
fi
i
ミ

同

じ

や

ぅ

に

'

政

府

が

其

發

行

證

券 

の
全
部
を
赀
却
し
彼
く
し
：̂
所
延
0
資
金
を
得
る
’ゃ
否
ゃ
は
不_

で
ぁ
：
っ
て
、

萬

：
一

宄

分

の

腮

鲽

者

を

.
得

る

こ

<

の

出
來
な
い
圾
合

^

は
、
政
府
は
共
の
殘
高
を

H：

本
銀
行
又
は
预
金
部
を
し
て
引
鸯
せ
し
*
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
結
集
ビ 

爲
め
，に
一
般
社
龠
に
不
取
の
影
響
を
及
ぼ
す
の
危
險
招
抵
抵
す
る
办
で
あ
る
。
'
 

此
の
：故
に
政
府
が
大
な
る
公 

偾
の
發
标
を
な
さ
ん

W

す
る
^
は 

> 

豫
め
が
が
る
場
合
の
一
發
生
せ
ざ
る
や
ぅ
努
む
る
の
，必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
此 

の
»

か
6

し
て
政
府
の
公
慕
は
之
を
ニ
つ
に
晬
別
す
る
こ

^
:

が
此
來

"

る
。
：

'

:

，
.

直
接
發
行
。：

-

' 

1 

b

引
受
發
行
。

益
に
所
謂
引
受
發
行

X

ば
應
慕
高
が
慕
集
高
に
達
ぜ
ざ
る
時
は
第
三
者
が
其
殘
额
を
引
受
く

'

る
こ

^

，
を
豫
め
：契
約

.
 

し
て
な
ず
公
藤
を

1
K

ひ
、
直
.接
發
行
ビ
は
か
か

る
引
受
の
契
約
な
き
：公
募
を
云
ふ
の
で
あ
も
。
則
ち
引
受
發
行
は
公 

債
藏
集
に
當
り
特
定
の

_

家
.

又
は
資
本
家
：：の
組
織
せ
る
引
受
シ
ン
デ
ヶ
ー
ト
に
對
し
慕
集
に
關
す
る
一
切

の

條

件
 

を
槔
定
し
相
當
の
手
數
料

®

他
報
酬
を
約
す
る
も
：の
ヤ

.

あ
る
.。
.

我
：國
懷
■

中
外
國
市
場
に
.於
て

*

集
し
た
る
も
の
は

A

 

分
利

#

外
國
公
偾
を
始
め

^
,

し
>
 

爾
後
毎
囘
の
募
集」

に
於
て

.

は
悉
く
皆
此
の
：方
法
に

k

つ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
而 

し
て
內
：地
：に

.

於
て
發
行
し
た
第
' -
~
.
;、

ニ
囘
四
分
利
公
偾
の
議
集
に
蕾
つ
：て
? >
;

.

乂
此
の
例
を
斟
酌
：し
、
.內
國
諸
銀
行
の 

組
織
甘
る
シ
y
デ
ク

I

ト
を
し
て
：一
般
公
衆
：の
應
暮
高

.

が
寒
債

.

豫
：定
額

2

:

達
せ

.

ぎ
：.

る
：時̂

之
：を
引
き

.

受
げ
補
究
せ
し

. 

む
る

一
V

ど
：を

約

し"

又
朝
鮮
事
業

€

國
庫
偾
券
及

.

び
鐵
遒

_

0

慕
集
ほ
就
て
，务
日
本
銀

_

他

敷

個

の

.銀

行

を

し
 

て

之

：
が

引

受

け

を

な

さ

し

妁

"

爾

來

今

日

に

：到

る

迄

屢

$

行

は

：れ

て

：
ゐ

.

る
方
法
で
あ
る
。

( 1
)

國
偾
の
■

公
募
は
政
府
：固
ら
墓
集
事
務
を
行
ふ
場
合
气
又
前
述
の
引
受
シ
ン
デ
ヶ
ー
ト
を
し
：て
之
に
當
ら
し
む
る

. 

場
合
ど
が
：あ
る

0

此

：の

點

，か

ら

我

政

'

府

は

公

^

を

第
：
.

1
1

十
.
£

J

 

(

A

九
五)

.

灼

國

愤

め

發

雾

法
：- 

パ

顧

r

 

$



笫H

十
.
I

%

c

<

^

c

内
齒
依
め
，：發
行
方
法

 

笫
七
•缺

五

四

.

.

.

.

.

'
 

b
i [
f

l

接
藤
集
：

. 

.

:

0

ニ
っ
^
分
っ
て
ゐ

る
。
則
ち
直
接
寒
集
は
政
府
自
ら
其
慕
集
事
務
は
當
“

の
で
あ
る
が
，
實
際
で
W

E

本
銀
行 

行

を

し

て

之

を

行

は

：し
：め

；

る
'こ

：爷

に
.な

-)
:て

ゐ

る

。
：則
^

明
治
一

1

平

九

年

法#
飨
3

.十
&|
虢

に

ょ

れ

"
：
ば

「

國

傭

の

起
 

懷
'
、
元
余
償
還
"

利
子
仕
拂
，
證
：券
及
登
錄
に
：_

る
取
扱
丰
續
は：

大
藏
大
铒
之
を
逛
め
日
本
銀
行
を
し
：て
艽
^
務 

.

を
取
扱
：は
じ
む」

'

ビ
«[
.
定
し
て
ゐ
ろ
も
の
&

^

あ
る
々
我
國
^

$

^

る

肉
_

傅
は
.
何

：づ
：れ

：：ぎ

皆

此

.

の
方
去【

，̂

る
つ 

で
.
め
る

€

而
.

し
て
兹
^

所
謂
.
.間
接
寡
集
¥

»

外
國
偾
^

就
：.ぃ
て
.

0

み
狞
は
れ
、
內
國
偾
0

發
行

{'
5
就
ぃ
て
は
.

亍
 ̂

れ
た
こ
ビ
M

な
い
■

か
ら
し
て
菩
人
，の
論
題
外
に
あ
る
も
の
'

で
あr

る
。
、
以

下¥

人
3

我
_

に
於
で
.
國
偾
.

シ
ン
.デ
ヶ
ー

ト 

飯
.
行
幽
を
刹
用
す
る
國
傲
§

發

行

方

法

を

叙

述

ず

，る

⑴

國
愤
狀
璀
略
ナ
六
.

三
~

^

贤
0
. 

. 

'

:

...
:

- 

.
,

:

(2
'

;

.

_

忆
關
.
す
る
#

笫」

：條
.

'

三

本
邦
に
於
け
る
國
偾
の
發
行
に
關
レ
銀
行
圈
が
始
め
て
干
與
し
た
の
は
、
日
露
戰
爭
の
際
.

戰
#
公
偾
發
行
の
時
を 

以
It
fi

ビ
す
る
。
郎
ち
明
治
三
十
七
年
四
月
ょ
主
ニ
十
八
年
六
月
に
至
る
間
五
囘
に
ー
旦
り
四
億
八
千
范
圆
の
幕
集
に 

當
り
政
麻
は
®

ら
發
行
條
#：

を
定
め
す
H

本
銀
行
總
雜
を
し
で
、
京
濱
、
京
阪
、
名
古
屋
所
在
■.
の
大
銀
行
代
表
者
'̂
, 

招

致

し

て

協

議

發

案

せ

し

め

,#
.る

に

始

ま.ゲ
、
爾
來
公
傲
應
慕
.
は
.所|

f

御
用
金
の
風
を
脫
し
引
受
銀
行
は
純
然
た
る

債
g

g

 め

雰

利

T

億

圓

の

發

行

を

企

つ

る

に

當

り

、

前

例

，を

襲

踏

し

て

東

京

大

阪

所

在

大

銀

行

に

：̂

^

し

て

共

同

?|
豸

を

な

さ

，し 

め
、
引
受
料
取
扱
手
數
料
を
協
定
し

S

受
圈
銀
行
は
相
.
互
に
引
受
*

«

«

を
定
め
球
に
始
め
て
現
今
の
所
^

 

o
pte 
_の
組
織
を
見
る
に
至
っ
た

0'
で
あ
る
。
當
時
：の
引
受
團
員
左
の
如
'

し
。

/

ふ
il
l

京)

，
日
銀
，
I

,
第
一
、
,

i

v

H

#

、
H

員
、
十
五
、
第
百
、
第
三
，
安
田 

X

大
阪)

.

三
十
四
、
鴻
池
、
住
友
，
北
濱
、
浪
速
、
山
ロ
.
.

下
引
受

(

五
白
萬
li
t

)

組
合
.
員
，
小
池
國
三
、
神
田
鐳
蘇
，
福
島
浪
藏
：
：

:!:
;
同
年
.S

月

勢

一

囘

借

換
.
四
.
分
利
公
偾

I
.

億
圆
發
行
の
際
は
第
二
囘
の
氣
配
不
逝
な
り
し
に
鑑
み
"
當
時
の
取
振
銀 

行
の
外
辉
に
左
記
三
十
一
行
を
加
へ

H
?

受
幽
銀
行
は
實
に
四
十
：七
行
の
多
數
に
上
6

た
る
も
"

氣
配
益
：5

不
味
、
親 

金
*

*

の
如
き
前
囘
の
五
分
の

I

に
過
ぎ
な
か
つ
た
H

ム
ふ
"

'

:•..(

東
京

)

二
十
"

ニ
十
七
、
.

帝
幽
商
業
"

，
川
崎
"

柬
海r

中
#

r

東
京
、
八
十
！r

明
商
、
了
西
、
：村
卯
、
痛
：
 

:

射
"
豐

國

ノ
 

.

.
.
.
G
K

阪
.)

近
ぼ
、
加
®

、
I

ニ
弋
大
阪
貯
蓄
、
日
本
貯
蓄
：

」

(

京

郁)

.
京

都

貯

藉

ハ

京

都
.
.

.

(

名

古

屋)

.

伊
藤
"

金
城
、
愛
知
"

名
古
屋
' 

關
戶
"

明
治
、
愛
知
農
商 

(

神
5

六
十
五
、
日
商
"

辟

本

"

神

后

川

崎 

第
三
闾
借
換
發
行
一
億
六
千
馮
圆
の
引
受
は
銀
行
幽
の
承
諾
を
得
る
に
至
ら
す
、
內
地
慕
集
は
茲
に
行

g

ll
r

l

を
來
し 

た
る
を
以
せ
藤
偾
.
は

1
.

時
中
絶
し
た
.

：る
も
"
銀
行
刳
受
團
の
活
動
は
地
方
偾
础
偾
牝
波
及
し
近
時
の
殷
盛
を
見
る
に 

第
1
1

十1

卷

(

八
九
七〕

內
阚
倩
の
發
行
方
法 

第七
！！

.
1



第11

十

5
 

(

八
九
八〕

內
阈
愤
の
發
行
方
法 

0

S
 

$

>

到
つ
た

:.
0
而
しH

現
在
に
於
け
る
國
侦
引.
受
に
對
す
る
®
西
^
ン

デ

タ

ー

卜

銀

行

團

に

膈

す

；
る

も

の

左

の

如

し

:0
'
 

國

傲

：引

受'圆-

:

' 
.
! 

. 

'

(

琅
京

)
第
4

、
三
弁
、.
1
:
1
1菱
，
十
五
;%
第
西
、
興
«

、

朝

鮮

、

臺

灣

、
：
安

田

：

*

正

：
金

‘

川

崎
 

(

大

阪
}

'

三

十

四

、

住

友
"

鴻

他

、

加

島
，"
近

江

、

山ロ
；：

(

名

古

屋)

愛

知

、

名

古

,

明

治

此
の
灼
本
年
三
月
末
以
來
の
銀
行
界
の
恐
憐
^

た

め

ば

毫

®

、

十

五

、

近

江

の

三

鍊

行

は

自

然

脫

退

し

た

こ

ビ

に 

な
.

つ

て

ゐ

る。
n

國
慎
シ
シ
デ
ヶ

J

ト

の

職

能

：は

國

偾

の

應

»

高

の

募

集

頟

に

達

せ
.

ざ

る

危

險

，を

防

止

し

 

>
:
.出
來
得
る
限
り
其
募
集
：
 

成
，織
^

良
好
な
■

ら
し
め
ん
S

す
る
■
に
あ
'る
。

日
本
銀
行
は
.

大
«
省
ぜ
起
債
に
關
す
る
條
件
の
決
定
を
見
た
時
は
艰
西 

タ
ン
デ
ヶ
ー
ト
銀
行
を
為
集
し
て
、
之
に
其
條
#

を
內
示
し
て
引
受
の
協
議
を
迤
め
る
の
：で
あ
る
。
而
し
て
此
の
際 

引
受
©

方

法

に

三

つ

あ
：：

る
。

(

一)

若
し
應
寡
高
が
募
集
豫
定
高
に
不
足
し
た
る
時
は
、
其
不
思
額
を
引
受
く
る
こ

V」
。

此
の
方
法
に
て
は
引 

受
銀
行
刚
は
：.其

殘

高

を

引

受

く

，る

を

似

て

、

其
發
行
高
大
な
る
時
は
引
受
幽
は
時
に
大
な
る
危
險

を

胃

か
す
こ
ビ
な 

し

V

し
な
い
。
け
れ
.V

j

も
此
の
方
法
は
现
在
で
は
.行
は
れ
て
ゐ
な
い
ビ
聞
ぐ

•

:

(

ニ)

，
ブ
定
の
别
受
高
を
定
め

"

其
限
度
に
於
て
シ
ン
f

ヶ
ー
ト
龈
行
_

が
引
受
保
證
を
な
す
。
此
の
場
合
に
は 

is

に
シ
ン
デ
ヶ
ー
ト
銀
行
各
行
0

間
に
]1
1

^
.分

擔

：額

が

定

：め

ら

れ

：
る
.
も

の

1:
'

あ

る

。

ブ
；

(

三

し

ー
シ
ン
デ
ヶ
ー
ト
銀
行
が
各
々
均
^

に

一
诧

の

引

受

高

を̂
め

甚

限

度

仏

於

て
.#

行

が
^[
受

を

保

證

す
..る
»

\
J
O 

.

_

.

以
上
の
ft

現
在
最
も
普
通
に
行
は
れ
て
ゐ
.

る
の
は
第
三
.

の
方
法
で
あ
る
ミ
云
ふ
9

而
し
て
、v

ン

デ

ヶ

ー

ト

親

行

圃 

は
興
引
受
保
證
高
に
對
し
て
は
.

、.
»

集
締
切
り
後
^

高
の
國
偾
說
券
を
扑
き
収
る
匕
番
ど
に
.
拘
は
ら
す
、

一
定
の
引 

受
料
を
受
く
る
も
の
で
あ
る
，。
蓋
し
國
偾
：の
發
行
成
續
.
を
安
齊
な
ら
し
む
る
一
'

稲
の
.

保
.
險
科
に
外
な
ら
な
い
o 

前
述
の
如
く
今
m

一
 

般
に
行
は
れ
て
ゐ
る
方
法
に
i

れ
ば
國
愤
シ
ン
：デ
ヶ
I

ト
銀
行
II
I

は
募
集
全
類
の
引
受
け
の 

保
證
I

す
も
の
で
な
.

い
。
.

從
っ
て
其
靡
寡
高
が
蒸
集
額
に
®

す
る
や
否
や
は
，
理
論
上
未
だ
以
て
絕
對
安
金
な
り 

f

云
ふ
こ
S

は
出
來
な
い
？
茲
に
.

於
て
か
今
日
我
國
の
國
僚
の
.

發

行

に

用

ひ

ら

れ

て

.ゐ

る

補

充

的

の

方

法

は

樣

約

銀 

行
の
制
度
で
あ
•

る
。
玆
に
所
謂
激
約
鈒
行
ど
は
日
本
鈒
行
本
支
庙
.
ど
取
引
あ
.

る
銀
行
を
云
ふ
の
で
あ
る
。
則
ち
日
本 

銀
行
は
シ
ン
デ
ヶ
ー
ト
刚
に
於
て
起
債
條
#

を
承
，認
し
"

其
引
.

受
额
0

決
定
を
見
/2

る
時
«

、
直
ち
に
全
國
に
散
^

す 

る
此
等
の
豫
約
銀
行
に
其
條
件
を
示
し
、
，此
條
伸
0

:

下
に
_

襄
0

豫
約
_

込
：の
'

最
低
限
度
額
ぜ
_
込
受
付
の
最
終
期 

日
を
瓶
知
す
る
の
で
あ
る
.

。
：：
此

の

通

知

は

畢

竟

豫

約

_

込

：の'
勸

誘

；で

此0

*

込
の
»

雜
に
應
#

る

$

否

ヒ
は
勿
論
豫 

約
銀
行
の
自
*

で
あ
る
。
.豫
約
銀
行
は
起
偾
條
件
の
如
何
に
ょ
っ
て
慕
集
成
績
を
考
]1

し

、
豫
約
：の
諾
杏
ビ
其
高
を 

決
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
一
度
豫
約
を
啡
込
み
、
.
日

本

銀

行

に

於

て
#

の
_

込

；み

を

受

け
#

け
、
後
其
豫
約
高
を 

決
®
し
た
る
時
は
、
即
其
豫
約
高
.

は
豫
約
_
込
者
の
*

任
引
受
高
^

な
，る
の
で
あ
；a
.

て
.？

免

れ

*

國

懷

の

應

募

高

は 

保
隊
せ
&
れ
た
道
理
で
あ
ゐ
。；
此
故
に
日
本
銀
行
は

I

般
の
.

募
集
®

^

の」

結
果
^

v

其

豫

約

決

牢

額

.が

寡

入

に

な

っ

た 

ビ

否

ピ

に

論

な

ぐ

、
，
其

豫

約

決

定

.類
に
對
し
て
は
額
而
“

白
圓
に
對
し

P

五
十
錢
の
豫
約
_

を
支
拂
ふ
も
の
で
t

 

o 

其
結
果
ヒ
じ
て
徼
約
銀
行
射 

一
®

糊
の
豫
.約
*

:込
を
な
し
、

.

其
#

.

込
の
：'承

諾

せ

ら

れ

た

時

は

.̂
此

の

串

込

み

に

»

し
 

笫
u

i

卷

(

八

九̂

}

內
國
愤
の
.發
行
方

株 

第
七
號.

3£

七
：



密

】

屮

s

 

^

0

9
 

S

國

偾

.の

發

行

裏

 

笫

七

諕

’五

A

 

て

全

部

が

慕

入

S

つ

た

時

は

额

.
而

釕

圆

は

#

き

五

十

餞

丈

け

安

t

K

ひ

A

れ

た

ご

參

V

P

，

又

全

部

が

募

入

d

 

な

ら

な

い

時

は

そ

れ

丈

證

黪

の

原

價

は

逛

に

安

く

付

く

の

道

理

で

あ

る

ア

此

故

は

豫

約

啪

込

は

«

券

に

投

K

せ

ん

ビ
 

す

る

者

又

は

證

券

業

者

に

£

G

大

な

る

利

益

な

り

S

运

は

な

：

«

姊

ぱ

な

ら

ぬ

o

從

.つ

て

豫

約

申

込

の

資

格

を

有

せ

さ
 

.
る

信

託

會

社

，

保

險

會

社

.
、

證

券

會

社

等

で

此

の

利

益

( 3
浴

せ

，ん

ど

す

る

場

合

に

'
は

、

豫

約

跟

行

め

名

義

：を

揩

h

て 

豫

約

の

_

込

を

な

す

も

の

で

あ

る

。
而

し

て

一

方

シ

ン

デ

ヶ

ー

ト

龈

行

«

ヌ

»

^

受

高

.
を

*

«

限

^

£̂*出
を
な
す
も
の
で
あ
るP

.

日

本

銀

行

は

豫

約

銀

行

及

び

、

シ

ン

デ

ヶ

ー

■ト

銀

行

の

豫

約

_

込

を

總

計

し

 
>
 
其

^

込

總

額

が

發

行

總

額

に

超

過
 

し

た

る

場

合

に

は

、

'
中

出

額

に

按

分

し

て

減

額

を

行

ひ

各

豫

約

者

に

豫

約

：の

決

定

を

興

ふ

る

も

の

で

あ

る

。

此

の

豫
 

約

め

決

定

は

表

而

は

豫

^

_

込

额

の

按

分

に

ょ

つ

て

減

少

：せ

ら

れ

る

も

の

“
で

あ

」

る

け

れ

ビ

も

"

豫

約

者

の

證

券

に

對
 

す

る

實

際

の

必

要

、

量

、

信

用

等

を

參

酌

し

て

日

本

銀

行

に

て

多

少

の

手

加

減

：を

加

ふ

る

も

の

で

あ

る

ビ

沄

ふ

.0

而
し
て
一
方
此
の
國
僙
の，1

般
公
衆
に
對
す
る
慕
集
は
條
件
め
發
表
：

VJ

同
時
に
行
は
れ
各
豫
約
者
は
，
：
豫
約
決
定 

以
前
に
早
く
も
其
慕
集
に
：着
竽
す
る.
の
で
あ
る
。
.

'
.凡
そ
H
本
銀
行
が
政
府
の
，委
託
を
受
け
國
债
を
發
行
す
る
場
合
に
は
一
部
は
91
受
シ
.シ
デ
ヶ
ー
ト
團
を
し
て
引
受 

せ
し
め
、竣
り
は
豫
約
餵
行
を
し
て
豫
約
め
中
込
|

さ
し
め
，、
，し
れ
を
以
て
確
寶
に
應
募
高
の
慕
集
高
に
達
せ
し
む 

る
に
努
め
る
も
の
で
あ
る
。
例
へ
：
.
ば
今
兹
{1
ー
 
億
圓
の
公
偾
發
行
に
際
し
、_

半
額
を
：シ
ン
ガ
ヶ
ー
ト
に
引
受
せ
し 

め
、
殘
6.
半
額
を
一
般
の
徼
約
^
込
に
て
滿
た
す
計
*:
を
立
て
た
ビ
假
宠
す
る
0
此
際
此
の
シ
ン
デ
ヶ
ー
ト
の
⑴
 ̂

裔
を
最
低
限
ど
す
る
各
'

V

シ

デ

ヶ

ー

ト

銀

行

の

豫

約

_

込
ど
、|

般
豫
約
銀
行
の
豫
約
申
込
の
合
計
が
發
行
總
額
に

機
'.た.ざ

..

る

場

合

は

、31
不
足
額
，を
如«
に
す
る
か
で.
宏
ふ
問
題
が
起
つ
て
來
る
。
け
れV 」
も
實
際
に
^
て
は
^
の
如 

き
場
合
は
絶
對
に
な
いV

云
は
れ
て
：ゐ
る
。
則
ち
公
债
：

Q

發

行

條

件

は

必

す

豫

約
：：

で

以

ャ

满

.額

に

達

す

る

や

ぅ

に

淀
 

め」

ら
れ
て
ゐ.
，る
の
で'I

つ
で
、
*
し
萬
一
か
か
る
場
合
が
あ
り
ど
し
て
も
、n ：

銀
は.
適

當

の

方

法

：に
.
よ

つ

て

不

足

額 

ベ
の
豫
約
.
者

を.
■

定

し

得

る

：
も
：
の

で

あ

る

く

云

ふ

。
茲

に

於

て

：か

我

國

々

債

：の

發

行

.
に
：於

：て
は
：所

謂

發

行

危

險

は

■公

慕 

前

其.一

部
は
シ
ン

*チ
ヶ
ー
ト
侧.
に
於
て
#
證.
せ
ら.
れ
、
殘
部
は
像
約.
銀
行
に
よ
つ
て
保
證
せ
ら
れ
る
こV
ど
な
つ
て 

&
る
の
で
あ
も
。
 

'

之

を

見

て

見

れ

ば

我

國

の

國

偾

シ

ン

デ

ヶ

ー

ト

は純
な

る

引

受

保

證

-の.シ
ン
.デ
ヶ
I

ト
た
るU

n
d
e
r
w
r
i
t
i
n
g

 

s
y
n
-

 

'■
G
L
i

d

x
'uG

p
r
a
n
t
f
e
s
y
n
d
i
k
a
r

 

又
は 

s
y
a
d
i
i
s

 

B
)

で
な
く
し
て
、

寧
ろ
一
つ

の 

S
elling 

S
y
n
d
i
c
a
t
e

 

に

類
す
る 

も

®
.で
あ
る
.。

則

ち

ー

’
方

に

は

切

受

の

保

證

を

な

し

て

莴

一

應

募

：の»

集

に

達

甘

ぎ
.る

時

に

切
^

け

る
.保
«!
を

：な

す 

マ
し
典
，に

、
同
ー
時
.に

，
«

高
を
限
度

;̂す
ろ
豫
約
の
_

込
■を
な
す
か
':
.

』

'{
|

|

ら
其
證
券
を
|̂

き

取

，る.
> 

J

ど

に
な
，る

の

で
あ
る
o 

而

：し

て

豫

約

銀

行

は

明

か

“

に
1

つ
の

純
な
'
る

s
e
i
l
i
n
w

^

艮

ぼ

ぽ
.
.
.の
'職
能
を
行
[}
!

'し

て

ゐ

る

の

で

あ

る

0 

:

a)

瀧
本
、
向
井
ii
i

：
ハ
編
、
.

厳
_

料
大
系
節
办
卷
八
七
七—

八
八
一
參
照
。

四

V

 

■

券

め

發

行

に

偏

し

て

常

に

區

別

し

ず

考

へ

る

を

要

す

る

‘の

は

廣

爾

の

則

受

ビ

猶

上

の

慕

集

文

樣

賣

出

し

の

行

 

爲

ぜ

.
の

區

別

：で

あ

る
。

蓋

し

引

受

..は

所

謂

；發

行

f

.

の

保

險

樂

雜

で

あ

つ

で

r

證

券

S

慕

集

又

：は

讀

出

：
し
S

區

別

せ

 

ら

る

可

き

も

の

な

る

は

、

猶

保

險

業

務

が

貨

物

の

運

送

：、

*

販

賣

0 .
實

務

ど

獨

立

し

て

行

は

'れ

る

ど

1

:

一
で
あ
.
る
か
ら 

で

あ

る

。

r j
c

證

券

業

務

に

於

て

は

此

の

兩

者

が

屢

I

间

ー

の

職

能

機

.
關

に

よ

つ

て

行

は

れ

.る

結

栗

 

し

て

時

：々

混

尚
 

第

.
} j

十

一

卷

(

九

〇

一

)

内

隠

锻

の

發

行

汸

独

 

I

M

五

丸
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內
國
倚
の
發
行
方
法 

笫
七
號 

六
0

せ
ら
れ
る
顧
向
が—

あ
る
の
で
あ
る
。

®

A

は
前
項
に
於
て
.

所
謂
發
行
危
險
の
制
度
を
叙
述
し
た
■.

か
.ら

以

下

我
 

國
^

內
國
偾
_

券
が
如
何
に
し
て
藤
に
分
_

せ
ら
れ
々
紙
を
論
述
す
る
。)

：
，

■

:

我

國

の

各

地

方

に

於

け

〗

る

國

愦

辦

務

は

明

治

六

：年

新

：舊

岛

愦

證

钟

發

行

«

例
0

發
布
办
る
や
該
條
例
第
2

 

節
の
規
定
に
從
ひ
各
地
方
廳
を
し
七
其
廳
に
：公
偾
褂
を
載
け
#

ら

达

が

：施

行

の

任

に

：

#

ら
：し

め

後

も

其

他

の

各

猶

公

' 

偾
に
|»

す
る
地
方
.
事
務
を
も
總
て
此
の
公
債
掛
を
し
て
掌
ら
し
め
爾：

來
其
の
管
事
の
範
®
に
は
多
少
の
伸
縮
增
減
は 

あ
っ
た
け
れ
^

も
十
有
餘
年
侧
之
が
取
极
を
し
.

て
來
れ
U

明
治
十
一
年
起
業
公
債
を
墓
集
ず
'

る
に
當
6

其

事

務

取

扱

：
 

を
：第I

國
立
銀
行
及
び
三
井
鈒
行
に
委
託
し
た
。
然
る
に
明
治
九
年
十
：r

月
に
：至
b

地

；
方

，
公

債

掛
：：

の

事

務

の

|

部

を
 

割

き

て

日

本«

行
0

取

扱

に

移

し

尋

：て
：同
ー

.

ー
十
一$

_-
-
.

月

以

降

其

杀

部
E

#

げ

て

：之

を

：該

行

に

移

し

た

る

：に

ょ

り

茲 

に
、地

方

廳

は
.

全

然

國

偾

辦

務

の

管

掌

：を

離

.
れ

る

こS

ど

な

づ

た

：：。
，
兑

起

業

：公

偾 

第

二

國

立

銀

行

及

三

卯

修

行

に

腐

す

る

：例

外

が

あ

っ

た

に

過

：ぎ

な

'い

而
し
て
明
治
三
十
九
部
に
は
新
た
に
法
雜

(

第一 .

ニ
ホ
四
號)

を
以
て
國
債
の
.
'事

務

取

扱

：を

以

て

旧

本

鈒

行

の

猶

利

た 

り
旦
つ
義
務
た
る
こ

V
J

を
明
か
に
し
た
c

£

而

し

て

其

収

扱

店

は

本

店

支

店

代

理

店

で

あ

つ

て

"

全

國

に

散

在

し

て 

ゐ

：る
。*;
の

外

に

全

固

の

：郝

便

宫

署

又

：國

偾

慕

集

取

扱

を

な

す

こ

：
ゼ

：が

あ

；る
‘。

(2
)
.

.
1

般

公

衆

：の

國

偾

に

對

す

る

*

募
^

込
は
之
を
申
込
取
扱
店
：に
な
す
も
の
で
：令
る

.
f

_

込
収

.

扱
店
ど
は

H

本
銀
行

 ̂

本
支
店
代
理
店
及
び
シ
ン
デ
ゲ
ー
ト
銀
行
ノ
豫
約
銀
行
：
"

證
券
塞
等
で
：あ
る

o

.

而
し
て：

之
：等

0

 

己
の
豫
約
_
込
以
外
に

1

般
公
；衆

0

應
褰
の

-

込
を
取
扱
つ
た
時
ば
，
其
申
込
取
极
啪
募
入

_
:の
分
に

»

し
、
西
圓
に

-

ご-.
:

」

e
g
:
■ 

-
=
j
-
n

:
 

■

-
-
 

L
-
.
u 
.

.

.

.

.

..

.

.
: 

■
-■
■-
 

lz.
■
-:■-■
■
■ 

!

l

i

j

-
I 

- 

= 

j
 

-=
=
■ 

-
-■_
ニ--

斯
の
如
ぐ
國
債
の
應
慕
_

込
取
极
店
«

全
國
各
地
.
に
散
在
す
务
が
故
炫
、
：:

v

般
公
衆
は
任
‘
意

：に
：其

附

近

の

申

込

取 

极
店
に
就
き
應
襄
の
出
a

を
な
す
こ

v
j

が
出
來
る
.

の̂

ぁ

る

ゝ

只

，

§

の

際

證

券|
|

#

を
：利

用

：す
.

る
.
時
は
時
：に
投
資
^

 

に
採
ぅ
有
裂
る
場
合
^

あ
る
o

蓋
し 

.

第

1

、
證
券
業
者
に
^

込
む
時
：は
應
慕
超
過
の
時
セ
も
必
す
國
偾
が
手
に
入
る
こ
ど
で
ぁ
る
。
蓋
し
證
券
業
者
は 

.

證
券
の
賣
買
を
營
業

V」

す

る

の

で

：ぁ

る

：か

ら

、

極

力

一

般

巾

場

に

：證

券

を

求

め

其

得

意

0

要
求
に
應
：ず
る
こ
ビ
が
出 

.

來
る
か
ら
で
：d

る
o

.

第
二
*

證
券
業
者
は
時
に
：割
戾
を
な
し
て
、

一
般
投
資
家
に
贈
券
を
渡
す
こ
^

が
出
來
る
。
蓋
じ
、
彼
等
は
其
串 

込
の
募
入
高
に
對
し
て
は
取
捩
竿
數
料
尤
は
常
.
に
確
實
に
安
價
ば
|©

入

：
し

た

，
こ

ビ
て
ゐ

る

か
ら
、
興
の
利
益 

の
一
部
又
は
全
部
を
割
い
て
公
衆
に
與
ふ
る
こ
ミ
が
出
來
る
か
ら
で
办
も
。
而
し

て一

方
此
0

M

戾
高
を
左
¥

る 

ご
ビ

に
よ
つ
：て
應
寒
の
_

込
高
の
多
»

を
»

節

^
る
こ
^
が

.故̂

る
め
で
ぁ
：る
。

.
何
づ
れ
に
し
て
も
•-
'

般

公

衆

の

應

慕

唞

込

は

_

込
.

取

扱

店0
:

手

を
.
經

て
R

本
銀
行
に
集
ま
る
一
か
：ら

し

て

、

玆

に

日 

本

銀

：行

に

はシン

デ

ヶ

ー

ト

龈

行

團

の

其

出

受

：高

を

最

低

皞

ミ

f

る
豫
約
申
込
、
豫
約
f

の
豫
約
_

込
、
並
び
に 

此
等
0

銀
行
其
他
の
申
a

取
扱
店
を
經
.

て
來
る
一
般
公
衆
の
电
込
め

m

者
が
集
合
^

%

而
し
で
其
總
奸
は
前
項
の 

叙
述
：か
.
ら
し
て
常
に
當
：然
»

集

高

：に

超

過
^

る

め

遛

理

：で

ぁ

；る

、
玆

'

に

於

で

が

：此

等

の

申

込

め

^

何
に
す
る
や
の

)̂

題
が
起
.つ
で
來
る
。
ハ
而
し
て
此
廣
行
の
豫
約
_

込
：た
る
ど
個
人
の
應
慕
_

込
：み
/2

る
匕
を
問
は 

す
、
乘
扮
應
慕
は
常
'

に
现
金
應
募
に
優
先
じ
で
褰
入
せ
ら
れ
、
も
の
で
ぁ
る
。

；

行

乘

換

申

込

：ど

は

期

限

到

來

の

舊

國

«
■
#
を

以

ず̂

^

^

代

用

す

厶こ
$

ぁ

つ

て

、
一

.

骽

偾

借

換

發

行

の

：場

合

に

f

一
十1
4-(

九
o

三)

，

内
阈
愤
の
發
行
方
法

 

第七
！！
.

六

I
:



筋 
一I

十
5

 

(

§

四)

內
.

國
俾0
.

狡
行
方
.
法

 

六二 

.

の
み
起
\
:
モ
來
る
现
象

^

;

4

,
る
。：而
し
て

' I

般

に

國

偾

が

：市

場
^

公
»'

せ

ら

れ

：る

場

合

は

拙

—

部

が
0

餅

借

，於
：の
：
^

 

に

す

る®

分

が

多

い̂

ら

し

て

，SI

然

公
_

に
«

乘

換

微

高

奶

伴
0

て

來

る

の

でf
.

,

现

今
-®
®

の
_

偾

の
«

還

期

は

：原

：則レ.
し
て
H

，
六

、
九>

$

ー
月
0:
*

ー
 

0

^

0

:1
>

て
.
新
僚
の
發
行
條
件
4

大 

凡
^

#

H

の
'

約
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